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平成２４年度第２回向日市都市計画審議会議事録

１ 審議会開催の日時及び場所

（１）日 時 平成２４年６月２６日（火）午後１時３０分～午後３時３０分

（２）場 所 向日市役所３階大会議室

２ 会議を構成する委員数及び出席者の数

（１）会議を構成する委員数 １５名

（２）出席委員数 １５名

１号委員 川 﨑 雅 史

〃 河 野 恵 子

〃 稲 本 收 一

〃 中 山 宇 一

〃 神 吉 紀世子

〃 西 田 一 雄

〃 藤 本 英 子

２号委員 飛鳥井 佳 子

〃 北 林 重 男

〃 新 矢 宗 弘

〃 長 尾 美矢子

〃 山 田 千枝子

３号委員 斉 藤 修

４号委員 長谷川 勤

〃 岡 山 泰 子

［傍聴者］ なし
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３ 議事

向日市阪急洛西口駅東地区土地区画整理事業に係る都市計画変更について(報告)
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平成２４年度 第２回 向日市都市計画審議会

日時：平成２４年６月２６日

開会 午後１時３０分

○事務局 定刻でございますので、ただいまから平成２４年度第２回向日市都市計

画審議会を始めさせていただきます。

それでは、議事にお入りいただきます前に、本日の委員の御出席状況を報告いたし

ます。

現在、御出席の委員は１４名でございますが、少し遅れられると伺っており、最終

的には全員来られると思います。

本審議会条例第６条第１項に定める定足数を満たし、会議が成立しておりますこと

を報告いたします。

なお、本日の議事は、報告事項が１件でございます。

それでは、はじめに、資料の確認をさせていただきたいと存じます。

資料が多くなっており、申しわけございませんが、少々お時間をいただきます。

まずは、事前に配付させていただきました資料を御用意願います。

右肩に資料１と書いてあるもので、Ａ３縦のカラー「阪急洛西口駅東地区」と記述

のある概要図とイメージパースが書かれているものです。

次に、資料２－１から２－３は、「用途地域の変更」に関するもので、３枚でホッ

チキス止めがしてあります。

資料２－１は、Ａ３横で表と理由の書かれているものです。

資料２－２は、Ａ４横の「用途地域の面積計算」の表でございます。

資料２－３は、Ａ３横カラーで新旧対照図でございます。

次に、資料３－１と３－２は、「高度地区の変更」に関するもので、２枚でホッチ

キス止めがしてあります。

資料３－１は、Ａ３横の表及び理由の書いてあるものでございます。
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資料３－２につきましては、Ａ３横のカラーで新旧対照図でございます。

次に、資料４－１と４－２ですが、これは「準防火地域の変更」に関するもので、

ホッチキス止めがしてあります。

資料４－１については、Ａ４縦の表及び理由の書いてあるものでございます。

資料４－２は、Ａ３横カラーの新旧対照図でございます。

次に、資料５－１と５－２は「特別用途地区の変更」に関するもので、ホッチキス

止めがしてあります。

資料５－１は、Ａ４縦で表と理由の書いてあるものでございます。

資料５－２は、Ａ３カラーの新旧対照図でございます。

次に、資料６－１と６－２は、「地区計画の変更」に関するもので、Ａ３横の４枚

でホッチキス止めをしております。

資料６－１は、２枚で表と理由でございます。

資料６－２は、カラーのもの２枚で新旧対照図と、最終ページにおきましては、壁

面後退の位置図でございます。

次に、本日配付いたしました資料の確認でございます。

まず、本日の次第でございます。

その後、説明資料１というものがありまして、これは「京都都市計画用途地域、地

区計画、高度地区、準防火地区、特別用途地区の変更の一覧表」でございます。本日

の分の配付資料の中では、この説明資料のみがＡ３となっております。

以下、説明資料２以降、すべてＡ４となります。

また、説明資料９を除く２～８まではすべてカラーとなっております。

説明資料２、「用途地域区域図」

説明資料３、「京都市域内を含めた用途地域変更図」

説明資料４、「高度地区区域図」

説明資料５、「準防火地域区域図」
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説明資料６、「特別用途地区区域図」

説明資料７、「地区計画区域図」

説明資料８、「壁面後退位置図」

説明資料９、「用途制限表」でございます。

以上でございますが、不足しております資料はございますでしょうか。ございまし

たら、その場でおっしゃっていただきますようにお願いいたします。よろしいでしょ

うか。

（異議なし）

○事務局 それでは、会長、よろしくお願いいたします。

○会 長 それでは、審議会運営規則によりまして、この後の議事の進行について、

私が議長を務めさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

本審議会は、原則公開で運営いたします。

本日の報告事項につきましては、向日市情報公開条例第６条各号のいずれかに該当

して非公開とすべき情報は含まれておりません。したがいまして、本日の議題につき

まして、会議を公開することといたします。また、本審議会の会議録は、市ホームベ

ージにおいて公開となりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

事務局、本日の傍聴者の方はおられますか。

○事務局 本日の傍聴者はおられません。

○会 長 わかりました。

それでは、引き続き、審議会を早速始めたいと思います。

報告事項であります「向日市阪急洛西口駅東地区土地区画整理事業区域内の都市計

画変更」について、事務局のから御説明をお願いいたします。

○事務局 それでは、阪急洛西口駅東地区土地区画整理事業の概要と都市計画変更

の原案内容について、パワーポイントで説明させていただきます。

まず、事業の概要につきましては、昨年の都市計画審議会でも説明しましたが、新
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たに委員に就任いただいた方もおられますので、重複になりますが、再度御説明させ

てもらいます。

最初に、総合計画の土地利用構想から説明いたします。

本市では、まちづくりの指針となります第５次総合計画や第２次都市計画マスター

プランで市北部に位置するキリンビール京都工場跡地を中心としますＪＲ東海道線と

阪急京都線に挟まれた地域を「新市街地ゾーン」として位置づけ、広域的な商業・業

務機能や居住機能など、複合的な都市機能を持った新たな市街地の形成を図る地区と

して計画しております。

次に、北部地域新市街地ゾーン周辺事業について説明いたします。

現在、区域周辺では、都市計画道路久世北茶屋線の４車線化や、阪急京都線連続立

体交差化事業の着手、阪急洛西口駅の開業、ＪＲ桂川駅の開業などが行われ、キリン

ビール京都工場跡地につきましては、幹線道路の整備や京都銀行の立地が決定され、

またオムロンヘルスケア株式会社等の業務施設も完了しております。

また、阪急洛西口駅東側につきましては、本日、都市計画変更の原案の説明をさせ

ていただく地区にて、土地区画整理事業が行われており、「新市街地ゾーン」の形成

が図られようとしております。

周辺事業のうち、まず、都市計画道路久世北茶屋線の４車線化につきましては、洛

西ニュータウンから国道１７１号線を結ぶ幹線都市計画道路として整備され、平成

１８年３月に４車線化が完了しております。

次に、阪急京都線連続立体交差化事業につきましては、阪急桂駅大阪側の川岡踏切

付近から約２キロの区間において行われており、踏切の渋滞解消のため、平成２７年

度中の完成に向け取り組んでおります。

続きまして、３枚の写真ですが、阪急京都線連続立体交差化事業の現在の状況を、

向日市内から撮影したものでございます。

なお、高架化につきましては、平成２６年度中の完了を目標としており、翌２７年
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度において仮線の撤去工事を予定しております。

次に、阪急京都線への新駅につきましては、連立事業に先立ち、平成１５年３月に

阪急洛西口駅が開業されております。

また、平成２０年１０月には、ＪＲ東海道本線への新駅としてＪＲ桂川駅が開業し、

北部地域における利便性の向上が一層図られたと考えております。

次に、北部のまちづくりと中心市街地との連携についてでありますが、洛西口駅東

地区土地区画整理事業区域で整備される都市計画道路桂馬場線をはじめ、それに接続

される市道２０１３号線、寺戸幹線１号、南端交差点、府道上久世石見上里線の事業

の推進が図られており、中心市街地への人の流れをつくり、一体的なまちづくりを進

めていくものであります。

次に、北部のまちづくり、いわゆる新市街地ゾーンの基本的な考え方についてであ

りますが、まず、キリンビール京都工場跡地から説明させていただきます。

御承知のとおり、キリンビール京都工場跡地につきましては、次のパワーポイント

で説明させていただきますが、地区をＡからＥの５つの地区に分けてそれぞれ施設の

配置が計画されております。

先ほどのＡからＥというのが、北部から見まして、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの順番にな

っております。

まず、Ａ地区、図面の右上の京都市域部分でありますが、この地区には高層マンシ

ョン用地として計画されております。

また、左上のＢ地区も京都市域ですが、Ｃ地区と一体となった土地利用を図るもの

として大型複合商業施設を計画されております。

次に、Ｃ地区の東側には京都銀行の研修センターが計画されております。また、京

都銀行研修センターの南側におきましては、平成２３年１０月にオムロンヘルスケア

株式会社の本社が開業されております。

さらに、南側、本市内のＤ地区の東側につきましては、洛南学園のグラウンドとし
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て既に使用をされており、現在、校舎建設も予定されております。同じくＤ地区の西

側には高層マンションが予定されていますが、現在のところ具体的な内容には至って

おりません。

それでは、本日、都市計画変更の原案をお示しする地区の「向日市阪急洛西口駅東

地区土地区画整理事業」の経過及び概要について御説明申し上げます。

この事業は、都市計画の一つの手法である土地区画整理法に基づき行われており、

道路、公園等の公共施設を整備・改善し、従前の土地の区画を整え、宅地の利用増進

を図る事業で行っております。

まず、事業の経過ですが、平成１３年３月に向日市第４次総合計画で位置づけされ、

翌年３月には、向日市都市計画マスタープランにおいても位置づけされたところでご

ざいます。

平成１９年１１月には、向日市で初めてとなる線引きの見直しを行い、市街化調整

区域から市街化区域に編入したところであります。また、線引きの見直しに伴い、こ

の地区の用途を暫定で定め、あわせて土地区画整理事業や地区計画の方針を都市計画

決定をしたところであります。

平成２０年６月には、市街化区域となった土地区画整理区域内の生産緑地地区の決

定を行い、同年１２月には、都市計画道路桂馬場線の幅員の都市計画変更を行ったと

ころでございます。

平成２１年３月には、土地区画整理組合の設立認可をいただき、同年１２月には、

土地利用計画に見合った土地区画整理事業計画の第１回目の変更を行い、翌年４月に

第１回仮換地指定を指定しております。

また、４月に行った仮換地指定をもとに、７月から本格的に工事に着工し、本年

１２月中の使用収益開始に向けて、現在、組合では事業の進捗に努力しているところ

であります。

次に、都市計画の既決定の内容でありますが、下側になります、まず、用途地域に
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関しましては、平成１９年１１月の線引きにあわせまして、暫定用途として、規制の

厳しい第１種低層住居専用地域に決定しております。また同時に地区計画の方針の決

定をし、「にぎわいとうるおいのある むこう緑都心」の実現を目標としております。

次に、事業計画の概要を説明させていただきます。

本地区の施工面積は８．４ヘクタールであり、施工期間は平成２７年３月３１日ま

でとしているところであります。

事業費として、全体で約３１億円、そのうち補助金が約１９億円、保留地処分金が

約１２億円となっております。

減歩率につきましては、公共減歩２６．３８％、保留地減歩７．９２％であり、合

算減歩は合わせまして３４．３４％となっております。

公共用地率につきましては、整理前が８．２３％でありましたが、整理後には３２．

４４％になる予定であります。

次に、幹線道路の整備につきまして、図に示しているとおり、阪急京都線沿いに幅

員１４メートルの幹線道路桂馬場線を配置し、補助幹線道路につきましては、キリン

地区との連携を図るため、幅員１６メートルの東西線を配置しております。

なお、幹線道路である桂馬場線、補助幹線道路である東西線につきましては、本事

業、道路計画時における公安委員会との協議から、この桂馬場線、東西線からの乗り

入れを制限した計画となっております。

また、幅員６メートルから８メートルの区画道路を土地利用計画に応じ適切に配置

し、歩行者などの安全を図るため、自転車歩行者専用道も計画されております。

そのほかに、事業区域内に公園を２カ所、その公園下には雨水貯留槽を配置する計

画となっております。この位置図につきまして、先ほど説明しました事業区域内の道

路を図示したものでございます。

繰り返しになりますが、茶色で示しています道路が幹線道路である桂馬場線、ピン

ク色で示している道路が補助幹線道路である東西線であります。
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また、区画道路につきましては、オレンジ色で示している道路が南北線、黄緑色や

濃い青色で示している道路が主要道路につなぐ区画道路となっております。

そのほかの道路につきましては、小さくてちょっとわかりにくいのですが、紫色で

示しています歩行者自転車専用道路を設けています。

続きまして、事業完成後の道路のイメージを御説明いたします。

これは、幹線道路である桂馬場線及び補助幹線道路である東西線のイメージであり、

歩道において植樹桝や横断防止柵を設けております。また、照明灯も設けて防犯機能

も備えており、景観に配慮した無電柱化の道路としております。

次に、区域を南北に走る区画道路である南北線のイメージでございますが、交差点

には、道路の色彩の変化等により、車両の速度を低下させる速度制御を目的としたイ

メージハンプを交差点に配置する計画で取り組んでおります。ちょうど南北線がこの

道路ですが、ここの交差点付近に、レンガ色でイメージハンプをする予定で考えてお

ります。

計画の概要としては、以上のようなものであります。

区画整理事業の現場においては、平成２４年１２月の使用収益に向け着々と工事が

進んでおり、現在の進捗状況を説明させてもらいます。

これは、区画整理事業内の全景をとったものです。進捗率といたしましては、平成

２３年度末で約６０％を完了している状況です。

これは、雨水貯留槽の完成写真です。貯留容量は、二つの調整池であります１号調

整池、２号調整池、合わせて約６，９００立方メートルであり、この上に公園が配置

される予定になっております。

これは、区画道路である南北線やそのほかの区画道路の現在の写真です。この左側

の南北線につきましては、今月６月４日に仮設道路から、写真で示しています、本設

道路に切りかえを行い、供用したところでございます。

これは、区画整理事業内における南東箇所の現場の写真です。既に道路形態等もで
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きており、最終の仕上げ段階であります。残すところは、アスファルト舗装を施工す

るのみとなっております。

最後になりましたが、工事完成後のイメージパースを御紹介いたします。

詳細につきましては、お手元のＡ３縦でお配りしています資料１にもありますが、

地区ごとの工事完成時における町並みのイメージを載せています。

これで、阪急洛西口駅東地区土地区画整理事業の概要説明を終わります。

引き続きまして、都市計画変更の原案について、説明させていただきます。

○事務局 それでは、今回の報告事項でございます向日市阪急洛西口駅東地区に係

る都市計画変更の原案につきまして、説明してまいりたいと存じます。どうぞよろし

くお願いいたします。

本日の御説明は、先ほどに続きましてパワーポイントを用いて行いますが、事前に

配付させていただきました資料のほか、本日お配りしております説明資料も適宜御参

照いただきながら進めていきたいと存じますので、お願いいたします。

では、はじめに、本地区の位置づけ及びまちの将来像でございますが、本地区は、

上位計画であります「京都都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」にお

きまして、「中密度利用を図るべき商業地・業務地及び住宅地」として位置づけられ

ております。

また、「向日市都市計画マスタープラン」におきましては、「複合的な都市機能を

持った新たな市街地」として位置づけられているところでございます。そして、鉄道

駅に隣接していることや大規模商業施設の立地が予定されている地区及び既存の住宅

地に隣接していることなどを踏まえまして、本地区が目指すまちの将来像を、「にぎ

わいとうるおいのある むこう緑都心」と定めまして、にぎわいのある町並みの形成、

ゆとりある緑の多い良好な市街地環境の創出を図ることとしております。

今回の都市計画変更は、このような本地区の位置づけ及び基盤の整備状況を踏まえ

まして、にぎわいとうるおいのある良好なまちづくりを進めるために、用途地域、高
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度地区、準防火地区、特別用途地区及び地区計画の変更を行うものでございます。

なお、この都市計画原案につきましては、土地区画整理組合、地元連合自治会、業

務代行者及び行政からなります「まちづくり検討委員会」において作成されました提

言書を踏まえまして、関係機関と協議を重ね、今回、都市計画原案として提示させて

いただくものでございます。

それでは、まず、地区ごとの土地利用の考え方について、御説明いたしたいと思い

ます。

本地区は、５つの地区に分けて土地利用を進めさせていただいております。

はじめに、Ａ地区でございます。Ａ地区は、ご覧のように、阪急洛西口駅に隣接し

ました北側の部分でございます。Ａ地区の土地利用のイメージといたしましては、阪

急洛西口駅に近接するとともに、幹線道路沿道という立地条件の良さを生かしまして、

土地の高度利用・有効活用を図るとともに、にぎわい交流の拠点となるような商業・

業務系などの機能を集積しました建築物が立地するイメージでございます。

次に、Ｂ地区でございます。Ｂ地区は、ご覧のように、南北及び東西に延びる部分

でございます。Ｂ地区の土地利用のイメージといたしましては、本地域の中心部に位

置しておりまして、隣接するキリン地区にもつながる道路の沿道でありますことから、

新たで魅力的な沿道型の商業施設を中心とした建築物が、立地するイメージでござい

ます。

次に、Ｃ地区でございます。Ｃ地区は、ご覧のように、Ａ地区とＢ地区に挟まれた

部分でございます。Ｃ地区の土地利用のイメージといたしましては、その利便性の高

い地区でありますことから、土地の高度利用を図るとともに、住居系の建築物だけで

はなく、商業・業務施設などの建築物が共存して立地するイメージでございます。

次に、Ｄ地区でございます。Ｄ地区は、ご覧のように本地域の南側に位置する部分

でございます。Ｄ地区の土地利用のイメージといたしましては、インナー街区である

ことを踏まえまして、緑豊かで、ゆとりある住環境を形成する低層住宅が立地するイ
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メージでございます。

次に、Ｅ地区でございます。Ｅ地区は、ご覧のように、Ｄ地区の東側及び西側に隣

接する部分でございます。Ｅ地区の土地利用のイメージといたしましては、南側に隣

接する既存の住宅地の環境に溶け込むことができるような建築物が立地するイメージ

でございます。

次に、今回の都市計画変更の原案の具体的な説明に先立ちまして、簡単に土地利用

のルールにつきまして御説明させていただきたいと存じます。

本日お配りいたしました説明資料の９をお手元に御用意いただければと存じます。

土地利用のルールといたしまして、用途地域の設定がございます。用途地域の設定

は、誰もが暮らしやすく、活動しやすいまちを目指す上で大変重要なものでございま

す。例えば、住宅地の中に工場やオフィスビルが建つなど、一つの地域に異なる土地

利用が混じり合っていると、お互いの生活環境や業務の利便性が損なわれます。そこ

で、まち全体の中で、その地域に見合った用途地域を定め、それぞれに適切な土地利

用をしていただきます。

用途地域の種類といたしましては、ご覧のように、住居系が７種類、商業系が２種

類、工業系が３種類の全部で１２種類ございます。現在、向日市におきましては、そ

のうちの９種類が使用されておりまして、「まち」が形成されております。

これら用途地域の具体的な制限につきましては、お手元の説明資料９をご覧いただ

ければと存じます。

一例を挙げますと、第１種住居地域は、住居の環境を守るための地域でございます。

主に住宅、店舗、事務所などが建てられますが、３，０００平方メートルを超える店

舗、事務所は建てることができません。近隣商業地域は、周りの住民が日用品の買い

物などをするための地域でございます。住宅や店舗、事務所のほかカラオケボックス

なども建てることができます。

次に、建ぺい率と容積率について御説明させていただきたいと存じます。
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１２種類の用途地域には、建物のルールといたしまして、それぞれ建ぺい率と容積

率が定められております。このことによりまして、建築できる建物の規模を制限して

おります。

建ぺい率は、敷地面積に対する建築面積の割合のことでございます。敷地の何％が

使えるかを示すものでございまして、用途地域ごとに制限が定められております。

容積率は、敷地に対してどれだけの延床面積の建物が建てられるかを示すものでご

ざいまして、これも用途地域ごとに制限が定められております。

なお、具体的なイメージを持っていただければと存じますので、一つの例といたし

まして、建ぺい率８０％、容積率３００％の土地利用を想定の上、御説明させていた

だきたいと存じます。こちらの図です。

まず、左側でございますけれども、建ぺい率８０％を使い切って建てたイメージで

ございます。この場合、高さは約１２メートルまでの建物ということになります。

また、右側は、建ぺい率を１５％に抑えて建築物を建てたイメージでございます。

この場合、高さは約６０メートルということになります。

ご覧のように、同じ土地においても、建ぺい率、容積率の使い方によっては全く違

う建物が建てられることになります。しかしながら、この容積率が決められているこ

とによりまして、敷地を多く利用して建てられる場合は、必然的に、ご覧のように、

高さが１２メートルと抑えられますし、逆に高い建物を建てた場合は、ご覧のような

ペンシル型の建物になりまして、周りには多くの空地ができるということになります。

次に、現在の都市計画図をご覧いただきたいと存じます。

なお、周辺の状況も把握していただくため、一部京都市域とあわせました都市計画

図となっております。

前段の区画整理事業の概要におきましても御説明したとは存じますが、本地区は、

現在、暫定用途といたしまして、その大部分が第１種低層住居専用地域でございます。

なお、南側の一部地域におきましては、第１種住居地域となっております。
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また、隣接いたしますキリン地区におきましては、平成２２年５月に工業地域から

商業地域及び近隣商業地域に用途変更をさせていただいたところでございます。

それでは、具体的に原案の説明に入っていきたいと存じます。

まずは用途地域につきまして御説明させていただきたいと存じます。

本日お配りしました説明資料の２と説明資料の３、こちらの２枚をお手元に御用意

いただきながら見ていただければと思います。

Ａ地区は、その立地条件の良さを生かしまして、土地の高度利用・有効活用を図る

とともに、にぎわい交流の拠点となるような商業・業務系などの機能を集積した建築

物が立地する地区であることを踏まえまして、近隣商業地域の建ぺい率８０％、容積

率３００％と考えております。

Ｂ地区は、隣接するキリン地区にもつながる道路の沿道でありますことから、新た

で魅力的な沿道型の商業施設を中心とした建築物が立地する地区であることを踏まえ

まして、近隣商業地域の建ぺい率８０％、容積率３００％と考えております。

Ｃ地区は、利便性の高い地区でありますことから、土地の高度利用を図るとともに、

住居系の建築物だけでなく、商業・業務施設などの建築物が共存して立地する地区で

あることを踏まえまして、第２種住居地域の建ぺい率６０％、容積率３００％と考え

ております。

なお、後ほど御説明させていただきます地区計画におきまして、このＣ地区におき

ましては、容積率を２５０％にいたしたく考えております。

次、Ｄ地区でございますけども、Ｄ地区は、緑豊かで、ゆとりある住環境を形成す

る低層住宅が立地する地区であることを踏まえまして、第２種低層住居専用地域の建

ぺい率６０％、容積率１５０％、高さ１２メートルと考えております。

Ｅ地区でございます。Ｅ地区は、隣接する周辺の住環境に溶け込んだ、既存住宅地

との一体的な市街地形成に配慮した建築物が立地する地区であることを踏まえまして、

第１種住居地域の建ぺい率６０％、容積率２００％と考えております。
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次に、高度地区につきまして御説明させていただきたいと存じます。

本日お配りいたしました説明資料の４、こちらのほうをお手元に御用意いただけれ

ばと存じます。

本市におきましては、これまで住居系の用途に対しまして、第１種高度地区の１５

メートル、第２種高度地区の２０メートルという指定を行ってまいりました。今回、

第２種住居地域の指定を考えておりますＣ地区につきましては、利便性の高さを生か

し、新たに設定いたします３０メートルの第３種高度地区を指定したいと考えており

ます。

また、第１種住居地域の指定を考えておりますＥ地区、こちらにおきましては、南

側に隣接いたします既存の住宅地が、第１種住居地域のが高さ２０メートルに制限す

る第２種高度地区を既に指定済みでございますので、同様に第２種高度地区を指定し

たいと考えております。

続きまして、準防火地域につきまして御説明させていただきたいと存じます。

本日お配りいたしました説明資料の５、こちらをお手元に御用意いただければと存

じます。

本市におきましては、近隣商業地域、準住居地域及び第２種住居地域に対しまして、

市街地の防災性を高めるために、一定規模以上の建築物につきましては、火災に強い

構造とすることを義務づける準防火地域を指定しております。このため、本地区にお

きましても、近隣商業地域を考えておりますＡ地区とＢ地区、また、第２種住居地域

を考えておりますＣ地区におきまして、準防火地域を指定したいと考えております。

次に、特別用途地区につきまして御説明させていただきたいと存じます。

本日お配りいたしました説明資料の６、こちらをお手元に御用意いただければと存

じます。

京都府では、平成１９年５月に策定の「乙訓地域商業ガイドライン」におきまして、

地域商業活性化の観点から、大規模集客施設のうち、特に都市機能に広域的な影響を
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及ぼすものとして、大規模集客施設の延べ床面積が１万平方メートルを超えるものを

特定大規模小売店舗としておりまして、その立地を誘導いたします「誘導エリア」と

立地を認めない「抑制エリア」を指定しております。

向日市内では、キリン地区及び阪急東向日駅周辺の容積率３００％の近隣商業地域

の部分を「誘導エリア」としておりまして、これ以外の地域をすべて「抑制エリア」

としております。

今回、近隣商業地域を考えておりますＡ地区及びＢ地区につきましては、容積率が

３００％ということもありまして、本来は「誘導エリア」を指定するところでござい

ますが、両地区は向日市都市計画マスタープランにおける都市軸としての位置づけや

拠点商業地区としての位置づけなど、商業系都市機能の積極的な誘導を図る地区とし

ていないことから、「誘導エリア」ではなく「抑制エリア」といたしまして、特別用

途地区である「大規模小売店舗制限地区」を指定いたしたく考えております。

次に、地区計画の区域につきまして御説明させていただきます。

本日お配りいたしました説明資料の７をお手元に御用意いただければと存じます。

本地区におきましては、平成１９年１１月に土地区画整理事業の都市計画決定とあ

わせまして地区計画の方針を策定済みでございます。今回、この方針によります「に

ぎわいとうるおいのある むこう緑都心」の実現に向けまして、さらにきめ細かく土

地利用を図ることや良好な町並みの形成を誘導するために、建物用途や形態の制限な

どを規制する地区整備計画を定めたいと考えております。

なお、地域地区の変更に伴いまして、地区計画の区域もそれにあわせる形で一部変

更いたしたく考えております。

既存の地区計画の区域は、ご覧のような範囲で設定しております。この区域を変更

いたしたく考えております。地区ごとの区域でありますと、

変更部分を申し上げますと、Ａ地区及びＢ地区の西側の区域界につきましては、阪

急連立の鉄道敷東側を区域としていましたが、鉄道敷の西側までに範囲を広げたいと
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存じます。

また、Ｄ地区の南側及びＢ地区とＥ地区の東側の境界を用途地域の境界とあわせる

形に変更いたしたく考えております。

それでは、具体的に地区ごとの整備計画の内容について御説明いたします。

本日、お配りいたしました説明資料の１をお手元に御用意いただければと存じます。

はじめに、Ａ地区につきまして御説明させていただきます。Ａ地区は、阪急洛西口

駅に近く、近隣商業地域を考えている部分でございます。

建築物の用途の制限につきましては、風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関す

る法律、いわゆる風営法でございます。こちらの第２条第１項第７号に掲げる営業に

供する建築物を規制いたします。具体的に申しますと、パチンコ屋、マージャン店な

どの立地を規制するものでございます。

建築物の敷地面積の最低限度につきましては、派出所などの一部施設を除き２００

平方メートル以上といたします。

壁面の位置の制限もございますが、これにつきましては、後ほど全地区まとめて御

説明いたしたいと存じます。

建築物等の高さの制限につきましては、最高高さを６０メートルと指定いたします。

なお、北側は現在、工業地域に指定されていますが、住宅地であることを踏まえま

して、建築基準法上で定める冬至日に、近隣にできる日影時間をもとにした建物の高

さ規制を適用いたします。

建築物の形態または色彩、その他の意匠の制限につきましては、建築物の外壁及び

屋根の色彩を地区の環境に調和した落ち着きのあるものといたします。

また、良好な町並み景観を形成するにあたり、その重要な要素の一つであります屋

外広告物につきましては、屋上広告物、屋上広告塔のほか、軒下広告物などの一部に

おきましても表示、設置を制限してまいります。

また、統一感のある連続した町並み景観の形成を図るとともに、安全面等の配慮も
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踏まえまして、向日市道第２２５０号線に接する敷地上には、車の出入口を設けない

こととしております。こちらが向日市道第２２５０号線、都市計画道路桂馬場線の部

分でございます。

また、建築物等の意匠、形態及び色彩は、当地区の「かお」にふさわしいものとし

ております。

垣または柵の構造につきましては、生垣によるものとし、フェンス、高さ６０セン

チメートル以内のレンガ積み・石垣及びこれに類するものの併設は妨げないものとし

ておりますので、緑豊かなまちづくりを目指してまいりたいと考えております。

次にＢ地区につきまして御説明させていただきます。Ｂ地区は、幹線道路及び補助

幹線道路沿道の部分でございます。

建築物の用途と敷地面積の最低限度につきましては、先ほどのＡ地区と同様でござ

います。

建築物等の高さにつきましては、３０メートルまでといたします。

建築物の外壁及び屋根の色彩と屋外広告物につきましては、Ａ地区と同様の規制を

設けたいと考えております。

また、Ａ地区でも設けました車の出入口の制限につきまして、向日市道第２２５０

号線、先ほどの桂馬場線です、こちらの部分と向日市道第２００８号線に接する敷地

上には車の出入口を設けないこととしております。向日市道第２００８号線は、図に

示すように、本地区のメインストリートであります東西線の部分でございます。

建築物等の意匠、形態及び色彩は、統一感のある沿道都市景観を創出するものとし

ております。

垣または柵の構造につきましては、Ａ地区と同様でございます。

次に、Ｃ地区につきまして御説明させていただきたいと存じます。Ｃ地区は、Ａ地

区とＢ地区の間に位置する部分でございます。

建築物の用途の制限につきましては、Ａ地区と同様でございます。
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建築物の容積率の最高限度は、Ａ地区、Ｂ地区の容積率より低く設定いたしました

２５０％といたします。

建築物の敷地面積の最低限度につきましては、戸建て住宅等の立地も想定されます

ことから、派出所などの一部施設を除きまして１２５平方メートル以上といたします。

建築物等の高さにつきましては、Ａ地区と同様に地区の北側に位置する住宅地にお

ける日影に配慮いたしました高さとしております。

建築物の外壁及び屋根の色彩につきましては、Ａ地区、Ｂ地区と同様でございます。

屋外広告物につきましては、Ａ地区、Ｂ地区同様の制限のほか、Ｃ地区におきまし

ては、自己用広告物でないものの表示、設置につきましても制限してまいりたいと存

じております。

建築物等の意匠、形態及び色彩は、周辺環境と調和した住環境景観を創出するもの

としております。

垣または柵の構造につきましては、Ａ地区、Ｂ地区と同様でございます。

次に、Ｄ地区につきまして御説明させていただきます。Ｄ地区は、南側中央に位置

する部分でございます。

建築物の敷地面積の最低限度につきましては、Ｃ地区と同様に１２５平方メートル

以上といたします。

建築物の外壁及び屋根の色彩と屋外広告物につきましてもＣ地区と同様でございま

す。

建築物等の意匠、形態及び色彩は、緑と調和させるものといたしております。

垣または柵の構造につきましては、Ａ地区、Ｂ地区、Ｃ地区と同様でございます。

次に、Ｅ地区につきまして御説明させていただきます。Ｅ地区は、Ｄ地区の南側部

分とＤ地区の両側に位置する部分でございます。

建築物の敷地面積の最低限度につきましては、Ｃ地区、Ｄ地区と同様の１２５平方

メートル以上でございます。
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建築物の外壁及び屋根の色彩と屋外広告物につきましては、Ａ地区、Ｂ地区、Ｃ地

区、Ｄ地区と同様でございます。

建築物等の意匠、形態及び色彩はＣ地区と同様でございます。

垣または柵の構造につきましては、Ａ地区、Ｂ地区、Ｃ地区、Ｄ地区とすべて同様

でございます。

次に、先ほど少しお話しました壁面の位置の制限につきまして、御説明させていた

だきたいと存じます。

本日お配りいたしております説明資料の８、こちらをお手元に御用意いただければ

と存じます。

ご覧のように、図に示しております青色の部分につきまして、道路から建築物によ

る圧迫感を感じにくくするため、１メートル以上後退して壁面等を設けるように制限

しております。この青色の部分がすべて壁面後退の部分になっております。

最後に、今後の都市計画の手続につきまして御説明させていただきたいと存じます。

都市計画変更につきましては、ご覧のようなスケジュールで進めていきたいと存じ

ます。

６月２６日、本日のことでございますが、都市計画審議会において原案の説明をさ

せていただきました。

次に、７月上旬、この原案の公告、縦覧を予定しております。

都市計画原案につきましては、御意見のある方は、この縦覧期間中に意見書を提出

することが可能でございます。

次に、７月１９日、原案の説明会を予定しております。場所は、第４向陽小学校の

ランチルームを予定しております。

その後、８月下旬、公聴会を予定しております。場所のほうは、市民会館の会議室

を予定しております。

次に、９月下旬、都市計画審議会を予定しております。内容といたしましては、説
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明会、公聴会の報告及び都市計画案の説明をここの段階でさせていただきたいと存じ

ます。

次に、１０月上旬、この案の公告、縦覧を予定しております。

先ほどの原案同様に、都市計画案につきまして御意見のある方は、この縦覧期間中

に意見書を提出することが可能でございます。

次に、１０月下旬、都市計画審議会を予定しております。こちらのほうで都市計画

案の公告、縦覧を経た後、向日市都市計画審議会に付議いたしまして、都市計画の案

について審議していただき、承認いただいた場合は、都市計画決定される運びとなり

ます。

長くなりましたが、「向日市阪急洛西口駅東地区に係る都市計画変更」の原案の説

明は以上でございます。よろしくお願いいたします。

○会 長 御説明ありがとうございました。

現在の土地区画整理事業の進捗状況、変更状況ということで、２７年度完成を目指

して着々と事業が進められているということでございますが、今日は報告という形で

ございますけれども、この説明につきまして御質問、それから御意見をお伺いしたい

と思いますが、いかがですか。

○委 員 このいただいた資料で２－１ですけども、２－１をご覧いただければ、

新と旧の関係では、第１種低層住宅の専用地域はマイナス８．３ヘクタールですね。

第２種の低層住宅の関係でも、専用がプラス１．２ヘクタール、それから、第１種住

宅が０．６ヘクタールと、問題は、第２種の住宅が２．４ヘクタール、プラスになっ

ているのと、近隣商業地域でも３．９ヘクタール、プラスになっていますけども、こ

の変更をされた目的、理由、どういうことで当初の計画から変更されているのかとい

うことをちょっとお尋ねいたします。

○事務局 用途地域の変更の関係でございますけども、平成１９年１１月に線引き

によって、市街化区域に編入しました。その段階では、土地利用が固まっていなかっ
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たということで、暫定用途として、一番厳しい規制である第１種低層住居専用地域に

指定をさせていただいたところでございます。

今回、土地利用の形態が固まったので、お示ししたようなＡからＥの街区について、

それぞれ用途地域の変更をするということで、その増減が表にあらわれているような

数字になります。

○委 員 この変更にあたっては、特に強い要望みたいなのは出ていたんですか。

○事務局 今回のこの土地利用に関する変更にあたっては、先ほどもちょっと説明

をさせていただいたと思うんですけども、地権者である組合の方、また連合自治会、

さらに関係する行政機関が、まちづくり検討会という検討会を設置して、その中でこ

の土地利用について提言をいただいております。その提言を基にして、今回こういっ

た原案を提示させていただいたというような形でございます。

○委 員 パチンコ屋さんはもう一切できないということで理解してよろしいので

しょうか。今日、阪急の東向日駅前のイオン前のパチンコ屋さんは、ミニスカートと

ブラジャー１枚の女性たちが来るということでえらい宣伝しているんです。非常に風

紀上良くない、パチンコ屋さんがあるとこういうことで起こるんやなと思って、それ

は絶対、今の説明ではないということを確認したいんです。

○事務局 今お話のありましたパチンコ屋ですが、Ａ、Ｂ地区の地区計画で制限し

ておりますので、できないことになっております。

○委 員 この間、女性がマンションで殺されていて、オートロック付きなのに発

見されて、長いこと犯人がわからなかったけれども、パチンコ屋さんばかり行ってい

た人が犯人やったということで報道されておりましたし、私たちも今まで議会で、パ

チンコ屋さんができるときは、請願も市民の方、出したんだけど、建ってしまって、

最初はそんなに派手な色じゃないと言っていても、今度オーナーが代わったら派手な

色のパチンコ屋になったりとか、非常に環境が悪くなるということなので、男女共同

参画基本法からしても、若い女性たちが生きていくのには、非常に息苦しい状況にな
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っている今の状況を憂えているんですけど、新しいところは、絶対そういうのが建た

ないように、しっかりとガードして、美しいまちづくりを心がけてほしいと思います。

○事務局 確かに派手な色とか、地域にふさわしくないようなそういうような形態

とか、いろいろあるかと思うんですけども、今回そういったものについて、抽象的で

すけども、地区計画の中で、地域に調和した落ち着きのあるような形態、色彩等の文

言を入れさせていただいているところでございます。

○委 員 今のような規制を向日市で検討されているけど、景観条例の中で枠組み

をつくってやるというふうな方向はあるんですか。

○事務局 景観につきましては、昨年から景観条例、景観計画をつくるということ

で取り組みをさせていただいております。景観につきましては、来年度に作成すると

いう目標で、今、まちづくり審議会で御議論いただいて、また、この都市計画審議会

でも報告をさせていただく機会があればさせていただきたいと思うんですけども、ま

だ、基準的に決めていくというような形がどこまでなるかというところまでの議論に

は至っていません。今回のこの区画整理事業に対して、そういう基準ができた段階で、

指導させていただきたいと思っております。

○会 長 屋外広告物については、それが将来できるまでは、京都府の屋外広告物

条例が適用されるということでよろしいですか。

○事務局 特に、ここでは屋外広告物については、かなり規制を入れさせていただ

いております。屋上の広告物、広告塔も含めて、それは駄目ですよというような規定

は、入れさせていただきました。

○委 員 もう一つ、先ほどの総合スケジュールの中で、これが原案説明というこ

とになっている、あと住民の説明会があり、原案がいわゆる本格的な案になり、その

後、最終的に決定される。この都市計画審議会なり、あるいは住民からのいろんな意

見があったときに、現在、決められている原案がどの程度変えられるのかということ

か。その辺はどんな状況なんですか。
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○事務局 今回、手続きについては、公告、縦覧をして皆さんの御意見を聞く。さ

らに、審議会の御意見も踏まえて議論をしていただくという形になろうかと思います。

今回、地方分権の一つであります都市計画の決定権者も、これまでは京都府でござい

ましたけども、今年の４月以降は、用途地域に関しては市決定という形になりました。

当然、市で責任を持ってやるということになるんですけれども、最終的には、京都府

との協議という手続きも必要になってきます。

○委 員 土地区画整理事業ですので、皆さん方御存知のように、当然、現在の地

権者の方が、仮換地をして自分たちの土地の場所が決まってから、その用途地域に合

わせて家を建てられたり、店舗を建てられたりということになるだろうと思うんです。

そのときに、ちょっと気になっているのは、建築物の敷地面積の制限ですけれども、

基本的に区画整理事業でやりますと、現在持っていた土地は、縮小されてくると思う

んですけども、そういうところに矛盾がなく、いけるのかということと、それから、

今の言われている基本的には自分の土地を自分で使うか、あるいはその土地を誰かに

売って、我々が今、審議している用途の中で、まちづくりをしていただくという形に

なると思うんですけれども、先ほどありましたように、ＡＢ地区の幹線道路で、車の

出入りが禁止されるということに合意が得られるのかどうかということがあって、こ

の辺はある程度、合意された上で方向性が出てきていると考えていいんですか。

○事務局 まず、仮換地についての敷地面積の関係なんですが、地区計画の中で、

土地区画整理事業の９８条の規定により、仮換地の面積が少ない場合には、当該規定

は適用しないというようなただし書きがございます。

それと、換地計画に当たりまして、先ほどまちづくり検討委員会というお話もござ

いました。その中で、提言書というのが出ております。また、事業計画の中で土地利

用計画も立てております。そういった土地利用計画や、提言書をもとに換地での意向

調査をし、一定の説明を組合が各地権者にされて、仮換地を決めてございます。

また、桂馬場線、東西線からの乗り入れ制限につきましても、そのときにあわせて
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説明されておりますので、十分認識された上で進められているという状況になってい

ると考えております。

○会 長 ほか、いかがでしょうか。

○委 員 全体的なこととか、枝葉のこととか、たくさんあるようですけれど、地

域の住民の方々は、最初は田園だったということで、それをそのままにしておいてほ

しいという声も聞いております。地権者の方々が優先されるとは思いますけれども、

でも実際には周辺の道路とか、利用される方、駅利用もいらっしゃいます。この提言、

まちづくり審議会ですか、私たちも今、初めてそういうことを聞いているんですけれ

ど、７月１９日に説明会をされると、そのときに十分な説明をしてもらわないと、今、

スケジュール聞かせていただいて、公告は７月上旬にはできるんだと、１９日は説明

会であると、公告して、その時期的にも説明会を受けてからでは遅過ぎるんじゃない

かなということで、今確かにプロジェクターで見せていただいたんですけれど、一番

欲しいのは、京都府のスケジュール、京都市のスケジュール、そして向日市の今後の

スケジュールで、私たちもいろいろな人の意見を聞いたり、いろいろ審議を重ねてい

かなければならないと思うので、できましたら、この都計審でそのスケジュールを本

当は出していただきたいと。向日市の都市計画で用地地域については、向日市の都計

審でできるといわれても、やっぱり京都市ともいろいろな連携というのか、いろいろ

なまちづくり計画についても京都市でやってきていますから、その辺整合性は全部い

ると思うので、そこら辺まで出していただけるのかどうかというのを聞きたいのと、

低層については、できるだけ低くしてほしいというのが、都計審でもいわれましたけ

れども、少しこの向日市は緑がなくて、本当にその中で、今イメージ図見せてもらい

ましたけど、計算しましたら６階建てだったんですね。こんな高い高いビルの中に挟

まれて、都会的ですけど、そういうところにイメージをして、やっぱり私は違うと思

うんです。低層の部分、これでしたら一つも見えてこないという、そういう部分も気

になりますし、一定、もう一つは地域計画の変更で、阪急の西側も一部入れるという
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ことでありますけれど、この西側は高架の関係があって、高架の下が利用できるから

ということでかもしれませんけれど、今、ちまたでは阪急の東側だけでなくて、西側

にもという意見もたくさん聞きますので、そこはなぜ増えたのか。そこもちょっとお

聞きしたいと思います。

それから、人口当初３，０００人ぐらい、そういうふうに聞いていたんですけれど、

用途地域変更、高さを変更する中で、人口がどれぐらいに増えるのか、お聞きしたい

のと、それから、地域から聞いていることで、もう横断が全然できないんです。確か

に、北部でやっていますけれど、全く横断ができる部分がないということで、地域住

民の皆さんが歩くことを思うと、非常に危険で、ああいう事件がありましたし、通学

路ではありませんけれど、やっぱり南北で横断される方はたくさんいらっしゃいます

し、その辺なんかはどうなっているのかということと、今週、洛西口駅のところで夜

の１１時から翌日までずっと８月末までそこを利用できないというようなことがある

ということを聞いているが、そういうことを掴んでおられるのか。１１時にそこを利

用できなかったら、結構帰りも遅くなる方もいらっしゃって、できるだけ早く工事を

するということはわかるんですけれども、利用者にしてみたら、これはもう仕方のな

いことなんですかということで、質問がありましたので、その点もちょっとこの場を

お借りしまして聞いておきます。

○事務局 まずスケジュールの件でございますけれども、向日市の場合、案の決議

からというよりも原案の段階から、公告縦覧して説明会をするというような手続をし

ております。全体のスケジュールについては、おっしゃるようにまだ確定をしてない

部分もありますけれども、後日、そのスケジュールについては、委員の皆さんにわか

る範囲でお知らせをさせていただきたいと思っております。

２点目のこの地域については、できるだけ低層というか、高さを抑えてほしいとい

うようなお話だったと思うんですけども、確かにこの地域については駅に隣接、それ

も阪急、ＪＲ、またそういった利便性とか、地域のことを考えますと、ポテンシャル
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の高いところでございますので、有効利用というような形の中で、まちづくり検討委

員会から一定の提言をいただいて、提示させていただいたという状況でございます。

この中でも、やはり低層の地区として、Ｄ地区について第二種の低層住居専用地域と

いうような地区ももっております。

３点目には、今回の区域について、阪急の駅の西側まで入れるという変更について

でございますけれども、これは阪急の高架下の利用も考えられ、高架下で先ほどもあ

ったように、ひょっとしたらパチンコ屋さんができるかもしれないと、そういったも

のを制限するという意味を踏まえて入れたという形でございます。

あと、人口でございますけれど、ここで設定しているのは９００人で設定をしてお

ります。

○事務局 道路の安全性、南北線の安全性、現在、まだ南北線自体の工事は完了し

ておりません。一部歩道や、未完了の部分がございますが、先ほどおっしゃいました

時間の制限とは。

○委 員 洛西口駅なんですけど、あの周辺で７月から８月末まで利用できないと

いうことが。

○事務局 すいません。事業区域の中では、そういう制限をするようなところはな

いんですが、ちょっと、調べさせていただきます。

○委 員 関連してなんですが、まちづくり検討委員会のいわれている利便性、そ

んなもの最初からわかっていた話ですよね、駅ができると。それから、キリンの大型

商業施設もくるということが、わかっていた上で、新たにというのは、これは市民の

方の声でもあるんですけれど、やはり上に高くやれば、それほど住んでもらえる人も

増えるし、家もたくさん建てられますし、収益は非常に上がります。だから、区画整

理組合の収益というか、管理しているお金が上がってくることもわからないではない

んですけれど、実際には、この前の３月議会でも遅れたから減免してくれということ

で減免されたり、また次はそういう利便性や有効利用するためにもっと高いものをた
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くさん建て、土地の有効利用させてくれでは、私は少し考えていかなかったら、どち

らかというと、区画整理組合の思っておられる方向にばかり優先していくというか、

やっぱり向日市の本当に住環境というか、向日市は人口密度が高くて、もう人ばかり

になるという、そういうイメージがありますし、どちらかというと、まだ低層やった

ら、ゆったりした感じもあるんですけれど、息がつまりそうやという声もありますか

ら、その点については、もう少し私は考えるべきだと思っています。自分の意見です

けどね。

それからもう一つ、公告のことですが、公告をして説明会との日程は、公告から説

明会にいっていますということなんですけれど、公告して説明会を聞いてからで、意

見は間に合うんでしょうか。

○事務局 公告、いわゆる手続きの関係でございますけれども、まずはこういう原

案を公告縦覧でお示しをして、その中で説明会を開くというような手順で、進めてお

ります。公告縦覧につきましては、今の予定では７月１０日ぐらいから、２週間です

ので２３日ぐらいで、まだ確定ではないですけども、それぐらいの予定をさせていた

だいております。その中で、７月１９日の説明会は、先にご覧になっていただいた中

で、説明を受けるというような形でもって、スケジュールを考えております。

○委 員 結果的に、原案の公告縦覧があって、それから計画案と２回あるわけで

す。だから、意見を言う機会は２回あるわけです。我々審議会も今、議員の方でいろ

いろと抽象的な話されているのはいいんだけれども、我々、審議会ができるのは、用

途地域の変更だとか、都市計画手法に基づいて決めることに対して、我々がこうある

べきだと。だから、もし低層住居云々ということであれば、当然、地権者の方々が自

分たちの土地ですので、区画整理事業が自分たちの土地を、このまちづくりに貢献し

ながら、自分たちの土地をどうやって使っていくかということですから、やっぱり意

見を十分尊重する必要はあるだろうと。なおかつ、市民全体の意見も、当然、聞かな

いといけないんだけれども、両方の意見を調整しながら、基本的には我々としては用
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途地域をどう決めるのかという、現実がある。せっかく審議会でいろいろ議論してい

るけれども、抽象的な話をされても、審議会としては用途地域とか、いわゆる都市計

画に基づくこと、色合いどうするとか、場合によったら景観条例を加えてやらないと、

この都市計画の誘導はできませんよとかいう話になっていかないと、前へ進まないだ

ろうと思うんです。だからその辺のところで、例えば、元々はこの審議会でにぎわい

と潤いの緑都心という方針でつくられると、一応、納得しているわけです。それがど

ういう形で実現できるかということについて、用途地域のあり方とか、エリアのあり

方はどうなるかということを議論して、そこに多少問題があったり、課題があるんだ

ったら、次の段階で原案を修正してほしいし、これをやってもらわないととまります

よと。そうでないと、全体の方針が基本的には納得できない形のまちづくりになるん

じゃないですかという議論にしてほしいんです。

場合によったら、潤いとかいうことに、にぎわいということであれば、先ほど議論

されていましたけど、例えば、Ｃ地区が第２種住居地域ということになっていますけ

れども、場合によっては、もうちょっと高層を建てるような、説明資料９にあります

ような、低層じゃなくて、中高層とか、専用地域とかいうふうなことも含めて、場合

によったら高く建てられることができる場合もあるかもしれないなというようなこと

になると、変えたほうがいいというような意見が出てくるかもしれない。それは、住

民の皆さん方も、我々もこれでいいのか、これでないのかというのは、議論しないと。

やっぱり本来の都市計画として、都市計画のルールにしたがって、まちづくりを提供

するんじゃないかという気がするんです。

○委 員 そうだと思います。その立場で言っているんですが、緑とか、潤いとい

うと、やっぱりもっと低層のほうがいいとか。一番北部の地域なんかは、もう２階建

てがほとんどでして、その辺との均衡なんかも考えたりして、低層だからＣ地区は低

いというふうに思っておられる方々がいらっしゃるんです。ですから、私はそういう

意味では、にぎわいと潤いという、潤いの部分とか、緑の部分から見てそういう意見



－31－

も言っているんです。最初の原案は低層だったし、その低層は、もともとは一番規制

がきついのでやっていましたと。私もその規制がきついのもやる意味があったからや

っていたというふうに認識していたので、その辺もまた認識が違っていたのかなとい

うことを聞きたかったんです。

○会 長 御指摘をいただいているという、高さの問題とか、ボリュームの問題と

いうのは、委員が御指摘されたように、土地を持っておられる方の考えも尊重する必

要があります。そういうところから基本的な指針、また経済活動が活性化されないと、

にぎわいも生まれないし、人々がそのまちを使おうとする原理も出てこないというこ

とで。それと、本当にそこの公共空間を歩いている人たちが、どういうふうに緑豊か

に、環境豊かにしていくのかという問題というのは、そもそもに妥協点を合わせない

といけないというふうに思うんですが、例えば、京都市なんかですと、身の丈ライン、

要するに、人が歩いて行く身の丈の部分ににぎわいのある店舗を入れたり、そういう

ものを沿道景観整備という中で入れていったり。それから、緑の景観を増やしてとか、

街路樹を、寄附行為でもって、いろいろとフラワーポットを増やしていくとか、いろ

んな提言というのを、先ほどおっしゃられた景観の段階が煮詰まっていくと、そうい

うところがにぎわいとうるおいに結びつく方策があるんだと。委員も恐らくそういう

ことをおっしゃられているんではないか。だから、高さだけの問題ではなくて、やっ

ぱりソフト運営とかも含めて、議論していくべきなのかなと思います。

○委 員 当初の計画がＢ地区で区画道路、東西線のところにビルみたいな少しマ

ンションふうのところに１階にお店を置くような、そういうイメージが両側にあった

というのを、私は記憶しているんです。Ｂ地区はそういうお店をずっと眺めながら、

大型商業施設に行かはるという、そういう道になるのかなと思っていたし、それがで

きるのかどうかも、ちょっとどうなのかなというのもありますが、地域経済というか、

Ｂ地区のほうにどういうものが入ってくるのかわかりませんけども、そういうイメー

ジを持っていた部分もあったので、その点についてはどうなんかなということです。
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○事務局 Ｂ地区、特にこういう幹線沿道沿いについては、いわゆる委員おっしゃ

るように、当初からはやっぱりにぎわいをもたすというような考えの中で、特に、キ

リンからの流れ、または洛西口駅からのキリンへの流れと、いうような形の中でにぎ

わいを創出したいという考え方の中で、近隣商業地域というような説明をさせていた

だいたとところでございます。

○委 員 だから、そこが近隣商業地であるということは認識して、イメージして

いたのに、Ｃのほうまでいくのかなというのがありました。南北線は子供の通学路と

いうことも、今後どうなってくるかなと思うんです。いろんな意味では、低層住宅的

なところのほうが、子供たちも安心してずっと通学できるという雰囲気もありますけ

ど、一定、ビル街になってしまうと、その中に子供たちが隠れてしまう、ビルの谷間

になってしまいます。そういうふうなことも心配されるということがあるというふう

に、私は思っているんです。

○事務局 南北線につきましては、片側８メートル道路でございまして、片側２メ

ートルということで整地をする予定にしております。

○委 員 先ほど説明の中で、組合、それから連合自治会、それとまちづくり検討

会、提言に基づいてということを盛んにおっしゃっているわけですけども、私どもこ

の提言そのものが、古い委員さんはお持ちなのか知りませんけど、私は持っていない。

これは委員にもちろん資料として渡していくわけですね。

○会 長 資料として配付することは可能ですか。

○事務局 後日、配付させていただきます。

○会 長 また、次回に経緯とか、そういう簡単な説明もしていただいたらいかが

でしょうか。

○事務局 この提言書については、また次回に説明させていただきます。説明とと

もに、次回は説明会とか、縦覧とか、そういった手続きの中で、市民の方々の意見も

出てくるかと思いますし、そういった意見も踏まえまして、説明させていただきます。
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○委 員 私も初めてなものですから、わからないことが多くあるんですけれども、

道路のつながりだけちょっとイオンができるという場所の説明をもう少し伺えればあ

りがたいなと。

○事務局 イオンとつながるこの道を東西線といいまして、このＢ地区のど真ん中

です。また、ちょうど赤い色とピンク色の境目のところにキリン内の幹線道路がござ

いまして、そこにつながっていき、にぎわいを誘導していくという考えでおります。

それで、東西線の道路幅ですが、幅員１６メートルございまして、歩道幅としては、

４．５メートル、向日市内では一番広い歩道になろうかと思います。この中で植樹を

していただいたり、無電柱化という、電線がない状況の道路として、にぎわいをハー

ド面でもつくり出せるだろうという考えでおります。

○委 員 ＪＲの北よりはどうか。

○事務局 ＪＲまでいきますと、ＪＲ沿いに道路がございまして、これは南北道路

でございまして、ＪＲの桂川駅まで抜けております。南側へいきますと、先ほどパワ

ーポイントで説明した中で、南端交差点という道路があったんですけど、そちらのほ

うにもつながってきまして、さらに南へ下がりますと向日町駅のほうにもつながって

いくということでございます。

○委 員 公共整備は進んでいるんでしょうか。道路のほうは。

○事務局 周辺道路の整備でございますか。

○委 員 何か、敷地内の歩道。

○事務局 敷地内のほうは、土地区画整理事業のほうで、今年１２月の使用収益開

始を目標にしておりますので、この区画整理事業区域内の部分については、その時点

で使用できるような状況まで持っていこうということです。

○委 員 今、着々と進んでいるんでしょうか。

○事務局 はい、進んでいる。工事をやる側の思いとしては、表面、舗装のことに

関しては、余り時間かからないんですけども、それまでの工事のほうが、道路を築造
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する場合に非常に時間がかかるということです。まだ若干築造している部分もござい

ますが、目標どおり進捗しているという状況でございます。

○委 員 今、地区の中でかなりデザイン的に色調とか、色のこととか書かれてる

んですけれども、今、見せていただいた範囲でいくと、この道路自体がもう公共事業

としてかなり色づけのあるものとしてイメージができてしまっているような感じを受

けたんです。民間に対して、厳しく色のこととか、調和とかいったときに、どこに調

和させるかという話になったら、道路に調和させるという話になるのかということを

私は言いたかった。

○事務局 今、おっしゃられた部分は、南北線の交差点にかかる部分かと思うんで

すけれども、基本的には、この南北線というのは、先ほど委員からもいろいろ通学路

や、何か御心配かけていた部分でございますが、安全な通行を確保する道路として、

公安委員会の協議からスピードを抑制する道路として考えてございます。そういうこ

とを前提に各交差点に色をわざとつけて、自動車の運転手に注意喚起をするというよ

うな考え方の道路づくりをしております。先ほど申し上げた色、今のところ完全には

終わっていないんで、今から変えようと思えば変えられるんですけど、今の思いとし

ては、先ほど申し上げた色で施工していこうという計画です。ただ、それが町並みに

そぐうか、そぐわないかという問題もございますんで、あと若干時間がありますんで、

いろいろ御意見を承った中で検討できる部分については検討をさせていただきます。

ただ、こうやってずっと進んでいきますんで、時間の制限はあるのは確かです。そう

いったことで御理解いただきたいと思います。

○委 員 ちょっと懸念したところが、自転車道も、自歩道とあるということなの

で、その比率はどうするかとか。今後まだいろんな要素が出てきて、さらに過激にな

るんじゃないかという、そこをちょっと懸念したものですから。

○事務局 自歩道につきましては、先ほどこの中で、幹線道路、区画内道路から幹

線道路に結びつけるものを自転車、歩行者専用道路にしておりまして、参考になるの
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は、キリンの中で今、道路ができ上がっておりまして、同じようなイメージでつくっ

ていこうということで、そんなにけばけばしいという表面仕上げにはならないかと思

っております。

○委 員 自歩道がもうできている。

○事務局 キリンのところではでき上がっていますんで、そこで見ていただいたら

参考になるかと思います。

○委 員 ＪＲの線路沿いの自転車道は最悪の状態なので、京都市側のですけど。

○委 員 今いわれているような都市計画変更の方向性はどういうことに、具体的

にやろうとしているのか。この地区整備計画の中では、地域的に地区計画制度を取り

入れるというような方向は、今のところは検討されたりしているんですか。そういう

気はないんですか。

○事務局 地区計画は方針を、まずは平成１９年に立てました。今回、地区整備計

画として、そこで誘導するような建物の規制をかけたというような形のみで、その道

路、公園等の整備計画、その辺をおっしゃっているのか。

○委 員 ある程度のエリアで、その地権者の方が集まって、地区計画制度でされ

た部分は。

○事務局 再度、そこまではまだいっていないです。

○委 員 ちょっとテクニカルな話で申しわけないんですけど、説明資料で壁面後

退１メートルずっと線で引いてあります。さっき道路計画の部分で、歩道があります

よね、４メートルの。ここのところ、結構、多分狭いからというのもあるんでしょう

けど、街区としては一体なので、そこだけぽこっと出るかもしれないんです、家の並

びが。この辺大丈夫ですか。

○事務局 原案としては、入れておりません。まちの中で、壁面、制限を加えると

いうのは圧迫感を感じないとか、人の安全な場所を確保するとか、いろんな要素があ

るとは思うんですけれども、そういった中で、安全性といえば車と歩行者が通られる
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というところを前提に、定めたような部分がございます。

○委 員 そうですか、そういうのと、さっきもちょっと出てますけど、景観とか、

町並みの連続性みたいな話とかだと、どっかちょっとだけ抜けているというと、大体

紛争のもとなんです。やっぱり何か、やっぱりちょっと敷地条件的に何かあるんであ

れば仕方ないかなとは思うんですけど。

あともう一つ、ちょっと、これちょっと地区計画の話から外れるんですけど、実は

ここのところに大きな公園できるんですよね、これ実は。さっき道路の植樹とか、い

ろんな緑の話が出ているんですけど、地区計画ではもうそこまでやらないんですけど、

この公園結構大事なポジションにくるんじゃないかなという気がするので、その緑化

のやり方一つとっても、何かちょっと緑化のデザインみたいなのもする部分というの

を、何か別に都計決定というのでなくてもいいので、どこかでマネージできないのか

なと、景観かもしれないですね。せっかく１からスタートですので、道路での植栽、

それからこの公園に２カ所上と下になるというところの使い方とか、それからできま

したら、本当はその隣のキリンビールのところの植栽計画とかいうのとも、あわせて

何か、何か全体的なデザインを見てくれるような、何か仕組みがもう少し。さっきお

っしゃっていた、景観のほうか何かで見ていただくとよくなるんじゃないかなと思っ

たんです。地区計画で書けなくないけど、そこまでするのは大変なんだろうと思いま

したので、何か別の方向で、何か協定でもいいですし、何か緑化計画みたいな、何か

自主的なものでもいいですけど、何かないですか。

○事務局 その構想について考えます。

まず、壁面後退ですけど、４メートルの自歩道についてのことが抜けておりますん

で、何でしていないのかも、こういうのははっきりする必要があるということだと思

いますけど、壁面がそろいませんので、道路に面して有効な空地を確保することで、

良好な環境を整備するとすれば、そういう目的ですので、そういう目的に則するとす

れば、やはり自歩道についても、その目的に則したほうがいいと思いますので、これ
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については再度持ち帰って、検討させていただきます。

それと、あともう一点の緑のライン、よくわかりますように、また都市計画とはま

た別の次元のお話かもしれませんけども、今の御提案の中でどういうふうな一体的な

デザインということも含めて、再度まだその辺については手づかずの工事がまだ残っ

ている部分もありますので、またこれもちょっと今後検討させていただきたいと思い

ます。

○会 長 緑のつながりというのは、本当に大事なことだと思っております。

○委 員 もう一つ、ちょっと先生がおっしゃったことで気になったのは、これも

ちょっと都市計画でできないかもしれないんですけど、本当に隣のキリンビールさん

のところで、大型商業施設できたときに、車の入り口どっち向けにしはるとか、緑化

してくれるかとか、そういうある種の開発指導みたいなことというのはできる余地は

残っているのか。

○事務局 キリンの跡地、特にイオンの大型商業施設というような形、これについ

ては、まだ具体的な申請までは、まだいってないです。当然、申請が出てきたら、私

どものまちづくり条例に基づいて、協議の中で、そういう緑化もあるし、いろんな協

議をさせてもらうというような手続ございますので、その辺と合わせて、開発指導と

いうような形でできる限り、隣と調和した、全体的なそういうようなデザインが出て

くるような形で指導していきたいというふうには考えております。

○委 員 多分、ちょっと心配なのは、日曜日とかに車の渋滞とかありますよね、

だからちょっとそこは、でも敷地の中の車の出入りという、コントロール力があって、

やろうと思えば多少出せるはずなので、ちょっと出店側の方に御協力いただくような

ところで、さっきの安全問題と、それからできればやっぱり緑のこと、連続性みたい

なことと。オムロンさんも結構頑張ってデザインされていましたので、あの雰囲気を

受け継ぐような感じでやっていただけるように。

○委 員 ちょっと質問ですけど、向日市の開発指導要綱の中に、確か受託の場合
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は、緑などを設けないといけないとか、規程があったと思うんです。それはこの開発

地域についても、すべてのところに適用されるふうになっているんですか。それが適

用されるんであれば、有効的に使えば、かなり町並みの統一緑化もできると。

もう一ついえますのは、その開発指導要綱を、例えば、こういう新しい市街地の形

成については、ちょっと緑地をたくさんつくりなさいとかいうような指導要綱の変更

ができるのか、できないのか、その辺はどうなんですか。

○事務局 私どもは、まちづくり条例というような形で、指導をさせてもうている

んですけど、それ以上に、キリンの場合にも当然、こういった地区計画の中で、一定

決めておりますし、さらに当然、今の条例からいったら１０％以上の緑化を努めなさ

いとかいうような規定はございます。

○委 員 １５％以上にしたらとかいうのはどうですか。

○事務局 指導の中で、できます。

○委 員 先ほど人口９００人設定とおっしゃっていましたけど、この場合は、住

宅戸数としたら、戸建てはどれくらいで、中層の建物はどれくらいでとかという想定

までされて決められたんですか。もうぎりぎりのところなんですか。

○事務局 ９００人というのは、あくまで定住人口、住まわれるという言葉のベー

スの人口でございます。例えば、まちづくりでございますんで、ライフラインがいろ

いろ入っております。そちらの人口、要するに流動人口の場合等も、その倍ほど見込

んでおります。

○委 員 ちょっと私が気になったのは、学校であるとか、保育所であるとか、そ

のあたりの問題とか、例えば、井上電機ができたときでも、結構ほかの住宅、近くか

ら移ってきたりとか、割と向日市市外からたくさんこう入ってくる住民も、市内の中

で結構動くとか、あるいはＪＲの東のマンションもそうだったと思うんですけど。こ

ういうところに戸建てができたり、駐車ができたりというのがあって、どんな人が本

当に入ってこられるのか、商業施設としても、どういうような、需要があるのかなと
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か。ちょっとそのあたりが心配だなというのはあるんです。この審議会のほうで３期

ぐらいになるんですが、いつもおっしゃっていたように、ふつう、仕事上は私たちは

計画をつくったりするときには、構想があって、それに基づいて最後詰めていくみた

いな形になるんですけれど、そこら辺の離れた形で安定的に入る難しさがあったりす

るものですから、はっきり全体が見えないままで、いいのかどうかというところを詰

めていかないといけないところがあるので、少しそのあたりの役割が最終的に決めた

ときに、用途とか決まってくると思うので、ただ、それにしてはちょっと時間的には、

もう大分前からこの話というのは出ているんですけど、気になるところは気になるん

です。さっきいっていた学校とか、４向小も高齢者の人が入ってきてしまっているも

んで、今さら難しいですし。

○事務局 確かに、人口の増で、学校とかいうような形が許容の範囲かというよう

な形はあるんですけども、ちょっと条件的には古いんですけども、私どもは、小学校、

中学校に児童生徒数のピークが昭和５７年が一番ピークでございまして、そのときで

小学校、中学校を合わせますと８，５４０人というような数値でございました。平成

２１年５月１日で４，５３８人と約半分ぐらい児童生徒数は減っているんです。確か

に、それからいいますと、向日市全体からいったら、まだちょっと余裕の教室はある

と。ただ、今の校舎がそのままやったら一部その校区に偏るかもしれませんけど、全

体からいえば、まだ余裕はあるというような状況でございます。

○事務局 人口と緑の件、両方なんだけど、まだもう生産緑地がこれ残りますので、

一気にこれ全部が開発されるわけではないので、大体１．８ヘクタール、３０％強は

生産緑地で残りますので、緑というのは、まだその辺でも確保できますし、オープン

スペースもありますので、その緑地は、２カ所に固めるいう方向で今、検討はできて

いるんですけども、そういうことですので、あの公園だけだとか、緑はそれだけかと

か一気にいこうかという話じゃなくて、生産緑地は１．８ヘクタールですので、やっ

ぱり三十数パーセントあると思いますので、結局、人口についても、それ見込むか、
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見込ませんかとかいうことは、今、見込んでないんで、その程度でということで、建

つものによりますので、その辺で９００人程度と、まだ、緑の連続性についても、あ

る一つ固まったそういうオープンスペースが残りますので、何かそこらじゅうにぼこ

ぼこ建つというイメージでもないということを御理解いただいて、御検討いただきた

いと。

○委 員 先ほど委員さんがおっしゃって、非常に道路の色が、やはり向日市は最

悪だと、１回赤色に塗らはったら、それをちょっとはげてきたからといって、えげつ

なくまた赤にぬったり、血の色の道があったりして、立つだけで気分悪い、信号で目

まいするわいうている人、信号の前でとまると、その血の海に立たなきゃいけないと

いう、何でこんな赤い色とか、もうむちゃくちゃ色ひどいんです。私その都度、カラ

ーコーディネータを置いてくれといっているんですけど、とにかくこれだけ大きな新

しい土地計画をするんだったら、やはり京都府さんを見ていると、非常に上手ですよ

ね、京都市さんも。非常にシックで、京都らしい落ちついたいい道路の色があって、

何か精神的にも安定していく。あれやったら交通事故にならへんやろうなというふう

なきれいな色合いなんですけど、どうも向日市の色というのは、安かろう、悪かろう

の何かえげつない色なんです。これはやはり男性職員ばっかりで、大体、男の人は、

濃い目にぬっといたほうがええやろうみたいな、何かもう一つ、みんな中学、高校ぐ

らいまで、みんな制服着てて、色についてのセンスというのは、日本人はもうとにか

く最悪なんですけど、そういう色のセンスというのと、人間の暮らし情緒とか、景観

にすごく精神面でも、メンタル的ないろんなことにつながっているんだということで、

同じお金使うんやったら、やはりちょっと高くついても、カラーコーディネーターと

いう職種がちゃんとあって、一人ぐらいは置いて、色の管理をしてもらうという部分

でお願いをしたいんですけども、そういう予算というのはないんでしょうか。

○委 員 私も幾つかのところで景観アドバイザーという役をしているんですけれ

ども、景観政策の中で、アドバイザー制度があって、その中に緑の人、色の人いろい
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ろいるわけです。その都度入って相談に乗るという形があるので、そういう制度設け

られたらいいとは思うんですけれども。さっきの緑の話ですけれども、景観的には、

景観形成区域にはかけられないんでしょうか。そういう制度は。

○事務局 まだそこまで至っていない。

○委 員 他市の事例ですけれど、やっぱりこのぐらいの開発が行われるときには、

やっぱり全体をコーディネートしたイメージをつくって、緑についても、さっきのや

つだといろんなｲﾝﾌﾚｰｼｮﾝ的にありますので、できればここをどんな感じでやってねと、

お願いだけでもしておくと、余り考えない人はそれでやってくれる。こだわる人は、

どうしてもこれとしはるんですけれど、そういうふうに全体を、例えば、春夏秋冬で

まとめるとか、何かテーマを決めて、この地区全体をイメージをつくっといてあげる

と、そこに入ってこられる方がそれに従ってくださるという、そういうつくることを

積極的にＰＲすることを、ぜひお勧めしたいと思います。こういう規制でやるという

やり方もあるでしょうけれども、そうじゃなく、提案的にしてあげるというやり方だ

と、都市計画ではないのかもしれないんでしょうけれど。

○会 長 舗装なんかでも、色味をつけようと思わず、安全性ということがあるの

で、夕方、自転車で社会実験をして、安全性に見えるか、視認できるかどうかという

問題と、それから景観についても、色を、見ばえをとか、とにかく模様をつけようと

かよりは、自然素材を基本基準にして、そこへ近いものにするというのが、一つの考

え方だと思いますので、余り描こうとしないように。

○委 員 先生おっしゃるように、遊園地みたいにせんとってほしい。

○会 長 それでは、ちょっと本日は予定していた時間をちょっとオーバー

になりました。私の力不足で申しわけございませんが、御活発な御意見を伺って、大

変ありがとうございました。

それでは、本日の予定の議題というのは、もう議題というか、報告は以上でござい

ますので、以上をもちまして、本日の審議会を。
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○委 員 すいません、一言意見を言いたいんですが、私、委員がいわれることも

わかるんですけど、やっぱり地権者の方々は、ある程度、その土地というのを手放し

たら、やっぱり住んでるには、その地域にずっと住み続けなくてはならない人たちな

んです。そこの周辺に残された人たち、私も近くにおりますけど。だから、やっぱり

その辺も、その辺を指導するのが行政ですし、都市計画審議会の役割でもあると思う

んです。確かに、土地を提供して、にぎわいと潤いがということで、寺戸の連合会の

方もやっていただいているのはわかるんですけれど、やっぱり本当にこれからずっと、

その先、でき上がってからの住まわれる方の本当に身になって、私たちがやっぱりイ

メージして考えていくことが大事かなと思うんです。

９月に何か都市計画審議会でまたあると思うんですけれど、私は近場なんですが、

一遍、みんなで一緒に見てみるのはどうなんでしょうかねと思って、ちょっと今、考

えていたんです。皆さんお忙しいとは思うんですけれど、一度、北部の開発というの

は、キリンもみんな中途ですけど、あの辺の視察というか、１時間ぐらいで参じてみ

るのも、全員でいくところがまた大事じゃないかなと思って、その提案もちょっとさ

せてほしいなというふうに思います。

○会 長 それぞれ見学会の御提案ということで、全員の方々が全員御出席できる

かどうかわかりませんけど、ちょっと御検討して。

○委 員 会長、１回、９月の審議会のときに１回見にきてください。

○事務局 また、その辺は事前の通知になるかもしれませんけども、その辺は通知

させていただきます。

○会 長 ありがとうございます。

それでは、本日の審議会のほう、これで閉会させていただきます。

皆様の御協力で、スムーズに会議が終わりました。ありがとうございました。

○事務局 それでは、以上をもちまして、本日の審議会を閉会させていただきます。

ありがとうございました。
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次回の開催でございますが、９月下旬を考えておりますので、どうぞよろしくお願

いいたします。

閉会 午後３時３０分


